
手

記

　 

シ
ベ
リ
ア
抑
留
記
　 

新
潟
県
　
柴
澤
正
雄
　 

私
は
大
正
九
年
八
月
二
十
七
日
、
父
久
三
郎
、
母
ト
ミ
の
二

男
と
し
て
、
北
海
道
函
館
市
に
生
ま
れ
る
。
両
親
は
新
潟
市
の

出
身
で
あ
る
が
、
父
の
仕
事
の
関
係
上
、
兄
は
新
潟
市
、
弟
は

横
浜
市
、
妹
た
ち
は
ま
た
新
潟
市
と
、
そ
れ
ぞ
れ
生
ま
れ
た
土

地
が
違
う
。
新
潟
市
に
は
昭
和
の
初
期
に
帰
り
、
現
在
に
至
る
。

私
は
新
潟
市
立
万
代
小
学
校
を
経
て
、
昭
和
十
年
三
月
二
十

六
日
、
新
潟
市
立
長
嶺
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
て
、
社
会
人
と

し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
。
当
時
、
新
潟
新
聞
社
・
毎
日
新

聞
社
と
二
社
あ
り
、
私
の
従
兄
の
平
井
仁
八
氏
が
新
潟
新
聞
社

の
編
集
部
に
お
り
、
私
も
新
聞
記
者
に
あ
こ
が
れ
、
従
兄
が
勤

務
す
る
新
潟
新
聞
社
に
入
社
す
る
。
籍
は
編
集
部
に
あ
り
な
が

ら
、
仕
事
は
原
稿
集
め
、
お
茶
出
し
、
使
い
走
り
と
予
想
も
し

て
い
な
い
仕
事
ば
か
り
、
苦
労
を
し
な
が
ら
あ
る
程
度
の
編
集

の
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
事
情
あ
っ
て
あ
こ
が
れ

の
記
者
希
望
を
断
念
、
堅
い
国
鉄
に
入
社
す
る
こ
と
に
決
定
す

る
。
そ
の
当
時
、
国
鉄
に
入
社
し
た
い
希
望
者
が
多
数
の
た
め
、

勉
強
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
連
日
の
ご
と
く
図
書
館
へ
。

昭
和
十
三
年
、
念
願
の
国
鉄
の
入
社
試
験
に
合
格
す
る
。
昭

和
十
三
年
九
月
六
日
、
新
潟
鉄
道
管
理
局
経
理
部
沼
垂
用
品
庫

雑
務
手
と
し
て
採
用
さ
れ
国
鉄
生
活
の
第
一
歩
を
歩
み
始
め
ま

し
た
。
雑
務
手
を
拝
命
し
て
一
番
び
っ
く
り
し
た
こ
と
は
、
傭

人
と
雇
員
の
勤
務
状
態
が
余
り
に
も
差
の
あ
る
こ
と
で
し
た
。

傭
人
の
勤
務
時
間
は
出
勤
が
一
時
間
早
く
、
退
社
も
一
時
間
遅



く
、
そ
の
上
制
服
制
帽
ま
で
違
っ
て
い
ま
し
た
。
入
社
し
て
ま

ず
私
の
第
一
目
標
と
し
て
、
一
日
も
早
く
雇
員
に
な
る
こ
と
と

心
に
誓
い
ま
し
た
。
昭
和
十
六
年
九
月
三
十
日
、
雇
員
試
験
に

合
格
す
る
。

昭
和
十
七
年
三
月
三
十
一
日
付
で
経
理
部
用
品
課
勤
務
を
拝

命
す
る
。
念
願
の
事
務
職
と
な
る
。
私
は
昭
和
十
五
年
の
徴
兵

検
査
で
第
三
乙
種
合
格
と
な
る
。
昔
の
丙
種
で
あ
る
。
常
に
先

輩
か
ら
、
君
に
召
集
令
状
が
く
れ
ば
日
本
は
終
わ
り
と
言
わ
れ

な
が
ら
、
つ
い
に
昭
和
十
九
年
二
月
十
一
日
（
旧
紀
元
節
）
に

召
集
令
状
を
も
ら
い
ま
し
た
。
兄
は
現
役
を
除
隊
後
す
ぐ
、
昭

和
十
六
年
十
二
月
八
日
召
集
を
受
け
、
新
発
田
連
隊
に
入
営
。

弟
は
結
核
の
た
め
病
床
と
心
残
り
が
あ
り
ま
し
た
が
、
幸
い
妹

二
人
が
元
気
で
お
り
、
家
族
は
じ
め
親
戚
と
近
所
の
皆
さ
ん
に

送
ら
れ
、
昭
和
十
九
年
二
月
十
九
日
、
東
部
二
十
五
部
隊
、
仙

台
第
二
師
団
騎
兵
隊
第
二
連
隊
に
入
隊
す
る
。
二
、
三
日
の
出

動
準
備
に
■
わ
れ
、

寒
い
早
朝
仙
台
駅
よ
り
列
車
に
乗
車
す
る
。

行
く
先
は
一
切
不
明
、
列
車
の
窓
は
よ
ろ
い
戸
が
下
ろ
さ
れ
、

暗
く
、
外
は
見
え
ず
、
列
車
は
一
路
走
り
続
け
る
。
到
着
し
た

と
こ
ろ
が
青
森
駅
。
早
速
、
青
函
連
絡
船
に
乗
船
す
る
。
そ
し

て
津
軽
海
峡
を
渡
る
。
海
峡
は
す
で
に
米
軍
の
潜
水
艦
が
出
没

し
て
、
常
に
身
の
危
険
が
あ
っ
た
。

無
事
、
吹
雪
の
函
館
港
に
到
着
す
る
。
早
速
上
陸
し
、
列
車

で
一
路
小
■
市
に
向
か
う
。
昭
和
十
九
年
二
月
の
下
旬
ご
ろ
、

小
■
に
到
着
す
る
。
小
■
で
民
泊
。
戦
友
の
宮
城
県
塩
釜
市
の

斎
藤
喜
一
氏
と
二
人
で
、
小
■
市
緑
町
の
後
藤
さ
ん
宅
で
お
世

話
に
な
る
こ
と
と
な
る
。
後
藤
さ
ん
は
新
潟
の
出
身
で
、
娘
さ

ん
が
国
鉄
の
小
■
駅
の
改
札
掛
に
勤
務
さ
れ
て
お
り
、
す
っ
か

り
話
が
合
い
、
後
藤
さ
ん
は
戦
線
に
赴
く
私
た
ち
を
親
身
の
ご

と
く
歓
待
さ
れ
、
楽
し
い
日
々
を
過
ご
せ
た
こ
と
が
何
よ
り
の

救
い
で
あ
っ
た
。

私
た
ち
は
師
団
直
轄
の
防
疫
給
水
班
と
な
り
、
各
連
隊
及
び

部
隊
に
配
属
と
な
る
。
小
■
に
在
住
中
は
連
日
連
夜
輸
送
船
へ

の
物
資
等
の
積
込
み
作
業
で
あ
っ
た
。
積
込
み
完
了
後
い
よ
い

よ
駆
逐
艦
二
隻
に
護
衛
さ
れ
て
輸
送
船
良
洋
丸
に
乗
船
。
堂
々

と
船
団
が
中
千
島
諸
島
の
守
備
隊
員
と
し
て
出
航
す
る
。

だ
が
、

輸
送
船
は
敵
米
軍
の
潜
水
艦
に
次
々
と
沈
め
ら
れ
た
。

幸
い
私
た
ち
の
良
洋
丸
は
目
的
地
松
輪
島
に
着
い
た
。
波
浪

の
た
め
船
は
暗
礁
に
乗
り
上
げ
沈
没
寸
前
で
あ
っ
た
が
、
岩
礁



が
浅
く
辛
う
じ
て
沈
没
は
免
れ
、
昭
和
十
九
年
三
月
十
日
「
陸

軍
記
念
日
」
に
吹
雪
の
荒
れ
狂
う
中
、
待
望
の
松
輪
島
へ
小
舟

に
乗
り
移
り
、
直
接
上
陸
す
る
。
な
お
、
一
部
の
隊
は
磐
城
島

に
上
陸
し
た
戦
友
も
い
る
。

上
陸
す
る
や
早
速
飛
行
場
に
行
き
、
糧
秣
及
び
毛
布
な
ど
の

積
込
み
作
業
を
す
る
。
ま
た
座
礁
し
た
良
洋
丸
か
ら
の
揚
陸
作

業
が
連
日
続
け
ら
れ
た
。
松
輪
島
は
周
囲
約
二
十
キ
ロ
、
長
さ

十
二
キ
ロ
、
幅
最
大
六
キ
ロ
の
小
島
で
あ
り
、
し
か
も
無
人
の

島
で
養
狐
の
島
で
も
あ
っ
た
。
雪
は
天
か
ら
降
る
も
の
と
思
っ

て
い
た
が
、
横
な
ぐ
り
、
目
も
開
け
ら
れ
な
い
ほ
ど
。
ま
た
冬

が
去
れ
ば
濃
霧
と
の
闘
い
。
敵
米
軍
は
そ
の
合
間
を
縫
う
か
の

よ
う
に
連
日
連
夜
の
空
襲
と
艦
砲
射
撃
。
初
め
て
の
軍
隊
生
活

の
私
に
は
す
べ
て
が
初
め
て
の
体
験
で
し
た
。

雪
に
穴
を
掘
り
、
そ
の
中
に
身
を
伏
せ
、
震
え
な
が
ら
艦
砲

射
撃
の
終
わ
る
の
を
祈
り
な
が
ら
待
っ
て
お
り
、
砲
弾
を
身
近

に
受
け
て
、
暗
い
闇
夜
の
爆
発
音
に
ど
ぎ
も
を
抜
か
れ
る
。
夜

が
明
け
て
穴
の
周
囲
を
見
る
と
、
厚
い
破
片
が
至
る
所
、
雪
に

刺
さ
っ
て
お
り
、
今
更
な
が
ら
身
の
震
え
が
止
ま
ら
な
い
。
私

た
ち
防
疫
給
水
班
の
任
務
は
防
疫
と
給
水
で
す
。
衛
生
班
は
防

疫
上
の
仕
事
、
私
た
ち
は
給
水
の
任
務
と
陣
地
横
穴
退
避
壕
構

築
の
た
め
の
資
材
運
搬
、
横
穴
の
構
築
等
の
土
方
作
業
と
厳
し

い
日
課
の
連
続
で
し
た
。

給
水
班
の
私
た
ち
は
各
部
隊
へ
の
飲
料
水
及
び
炊
事
用
水
の

供
給
が
主
で
、
水
は
人
間
生
活
に
は
絶
対
に
必
要
な
も
の
で
、

給
水
先
の
各
部
隊
に
は
大
変
喜
ば
れ
、
そ
れ
は
想
像
以
上
の
も

の
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
島
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
芙
蓉
山
は
一
、
四
八
五
メ

ー
ト
ル
の
高
さ
、
木
も
緑
も
な
い
。
火
山
灰
の
山
で
常
時
頂
上

は
白
煙
を
上
げ
、
不
気
味
な
山
で
あ
る
。
そ
の
山
に
駐
屯
す
る

部
隊
へ
の
給
水
作
業
。
ド
ラ
ム
缶
を
背
負
い
、
二
、
三
名
の
戦

友
が
ド
ラ
ム
缶
に
ロ
ー
プ
を
巻
い
て
引
き
上
げ
る
。
ま
た
他
の

戦
友
は
携
帯
用
の
給
水
袋
に
水
を
詰
め
て
背
負
い
、
約
五
十
度

の
急
斜
面
を
汗
と
ほ
こ
り
に
ま
み
れ
頂
上
目
指
し
て
一
歩
一
歩

と
前
進
す
る
。
や
っ
と
頂
上
に
着
い
て
不
可
能
に
近
い
任
務
を

果
た
し
た
瞬
間
の
優
越
感
、
そ
れ
は
生
涯
忘
れ
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
頂
上
に
到
着
し
て
、
水
を
待
ち
駐
屯
す
る
戦
友
た
ち
の

笑
顔
を
見
る
と
、
あ
の
苦
し
い
足
跡
が
身
に
し
み
る
。

帰
山
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
千
島
列
島
の
島
々
を
眼
下
に
見
な



が
ら
、
そ
し
て
吹
き
出
す
硫
黄
の
臭
い
の
す
る
噴
煙
を
横
目
に

見
て
戦
友
と
無
事
に
帰
班
し
た
こ
と
を
喜
び
合
っ
た
。

敗
戦
が
濃
厚
に
な
る
と
、
米
軍
の
艦
隊
が
七
、
八
隻
、
約
十

日
間
ぐ
ら
い
、
肉
眼
で
見
え
る
ほ
ど
近
い
島
に
接
近
停
泊
し
て

昼
は
休
み
、
夜
に
な
る
と
花
火
の
よ
う
な
照
明
弾
の
合
図
に
よ

っ
て
艦
砲
射
撃
が
何
時
間
も
続
く
。
連
日
身
の
危
険
に
さ
ら
さ

れ
な
が
ら
横
穴
で
終
わ
り
を
待
つ
。
そ
の
後
米
艦
は
南
方
に
移

動
し
た
と
の
こ
と
。
私
た
ち
初
年
兵
に
は
、
敵
艦
が
常
時
出
没

す
る
の
で
後
続
の
初
年
兵
は
来
島
せ
ず
、
と
う
と
う
初
年
兵
で

終
わ
る
。
し
た
が
っ
て
毎
日
が
苦
し
い
軍
隊
生
活
、
そ
れ
は
言

葉
で
は
表
現
で
き
な
い
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
に
待
望
の
終
戦
を
迎
え
、
私
た
ち

初
年
兵
は
戦
友
と
手
を
と
り
合
い
、
あ
の
苦
し
い
軍
隊
生
活
か

ら
解
放
さ
れ
る
と
喜
び
合
っ
た
が
、
そ
の
後
に
あ
の
苦
し
い
シ

ベ
リ
ア
の
捕
虜
生
活
が
待
っ
て
い
る
と
は
夢
に
も
思
っ
て
い
な

か
っ
た
。

昭
和
二
十
年
九
月
中
旬
ご
ろ
、
ソ
連
兵
士
が
上
陸
し
て
我
々

は
武
装
解
除
さ
れ
る
。
約
半
月
後
に
日
本
に
帰
還
と
騙
さ
れ
て
、

ソ
連
船
に
乗
せ
ら
れ
た
。
た
ど
り
着
い
た
と
こ
ろ
が
沿
海
州
の

ソ
フ
ガ
ワ
ニ
港
。
持
ち
物
は
乾
パ
ン
、
タ
バ
コ
そ
の
他
軍
隊
の

支
給
品
少
々
と
私
物
も
若
干
、
服
装
は
防
寒
服
に
防
寒
具
。
港

に
入
港
す
る
と
花
火
を
上
げ
、
ソ
連
人
の
男
女
に
よ
る
ダ
ン
ス

な
ど
で
我
々
捕
虜
を
迎
え
る
。
初
め
て
見
る
外
国
人
、
珍
し
さ

と
恐
ろ
し
さ
で
異
様
さ
を
感
じ
た
。

上
陸
後
、
早
速
、
歩
か
さ
れ
捕
虜
収
容
所
に
夜
到
着
す
る
。

収
容
所
の
周
り
は
二
重
の
有
刺
鉄
線
が
張
り
巡
ら
さ
れ
、
四
隅

の
高
い
見
張
台
に
は
常
時
ソ
連
兵
士
が
自
動
小
銃
を
持
っ
て
監

視
し
て
い
る
。
い
よ
い
よ
明
日
か
ら
捕
虜
生
活
が
始
ま
る
と
思

う
と
、
胸
深
く
刺
し
込
む
も
の
が
あ
っ
た
。
ま
た
我
々
の
体
験

し
な
い
重
労
働
が
待
っ
て
い
た
。

ま
だ
薄
暗
い
収
容
所
の
中
で
作
業
整
列
の
鐘
が
鳴
る
。
正
に

地
獄
の
鐘
で
あ
っ
た
。
人
員
の
確
認
に
長
時
間
を
要
し
た
。
頭

の
悪
い
ソ
連
人
、
こ
れ
で
は
冬
が
心
配
と
な
る
。
シ
ベ
リ
ア
の

冬
は
零
下
五
〇
度
で
あ
っ
て
も
作
業
が
あ
る
。
作
業
現
場
に
行

く
途
中
戦
友
の
顔
を
見
る
と
、
鼻
や
耳
が
凍
傷
に
な
っ
て
い
る

者
も
お
り
、
お
互
い
に
こ
す
り
な
が
ら
作
業
現
場
へ
。
作
業
は

鉄
道
工
事
、
森
林
の
伐
採
、
台
車
に
よ
る
石
の
運
搬
、
発
破
作

業
な
ど
。



厳
寒
と
空
腹
。
し
い
ら
れ
る
重
労
働
の
毎
日
。
体
力
的
、
精

神
的
に
も
極
度
に
低
下
し
た
。
作
業
現
場
に
も
自
動
小
銃
を
持

っ
た
ソ
連
兵
士
が
常
時
監
視
し
て
お
り
、
言
葉
が
通
じ
な
い
た

め
、
小
便
に
行
く
の
に
脱
走
者
と
誤
解
さ
れ
銃
殺
さ
れ
た
戦
友

も
多
く
お
っ
た
。
労
働
は
す
べ
て
ノ
ル
マ
で
、
遂
行
し
な
け
れ

ば
収
容
所
に
帰
れ
な
い
。
収
容
所
に
帰
れ
ば
室
は
暗
く
寒
々
し

い
あ
り
さ
ま
。
ま
た
、
夕
食
が
終
わ
れ
ば
、
日
本
人
に
よ
る
社

会
主
義
の
教
育
時
に
試
験
が
あ
り
、
不
合
格
者
名
は
収
容
所
内

の
掲
示
板
に
は
り
出
さ
れ
、
反
動
分
子
と
し
て
吊
る
し
上
げ
ら

れ
る
。
昼
は
重
労
働
、
夜
は
社
会
主
義
の
勉
強
と
。
ま
た
、
日

本
人
は
団
結
力
が
強
い
た
め
旧
部
隊
の
解
体
を
目
的
の
た
め
、

収
容
所
も
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
、
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
な
ど
十
五
カ
所

も
転
々
と
移
動
さ
れ
、
そ
の
移
動
の
途
中
に
寒
さ
と
栄
養
失
調

の
た
め
死
亡
す
る
戦
友
も
お
り
、
遺
体
は
道
路
脇
に
捨
て
ら
れ

る
始
末
。
彼
ら
の
常
の
行
動
は
、
私
た
ち
に
は
考
え
ら
れ
な
い

こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

私
は
昭
和
二
十
二
年
四
月
、
ま
だ
寒
い
シ
ベ
リ
ア
、
地
名
は

収
容
所
を
あ
ま
り
に
も
転
々
と
し
た
た
め
記
憶
が
な
い
。
森
林

の
伐
採
中
、
タ
ポ
ー
ル
に
よ
り
左
膝
を
受
傷
す
る
。
そ
れ
で
も

作
業
を
相
手
の
北
海
道
江
差
市
出
身
の
平
田
氏
と
続
行
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
作
業
途
中
、
は
れ
が
ひ
ど
く
な
り
熱
も
四
〇
度

ぐ
ら
い
と
な
り
、
ソ
連
側
の
命
令
に
よ
り
作
業
を
中
止
し
て
収

容
所
に
帰
り
、
日
本
人
の
軍
医
に
よ
り
早
速
手
術
を
し
た
が
、

傷
が
深
い
た
め
化
膿
が
ひ
ど
く
、
ソ
連
の
軍
病
院
に
入
院
し
て

ソ
連
の
女
性
軍
医
に
よ
り
緊
急
に
再
手
術
を
す
る
。
傷
口
が
二

カ
所
の
た
め
貫
通
銃
創
と
同
じ
状
態
で
約
三
カ
月
入
院
生
活
を

す
る
。
な
お
、
手
術
は
す
べ
て
麻
酔
の
な
い
手
術
で
し
た
。
病

院
の
闘
病
生
活
中
に
毎
日
の
よ
う
に
死
亡
者
が
続
出
。
遺
体
は

倉
庫
の
中
に
山
積
み
に
さ
れ
、
後
に
海
に
投
げ
捨
て
ら
れ
た
と

の
こ
と
。
退
院
後
は
オ
ッ
ペ
ー
カ
ロ
ー
ナ
に
収
容
さ
れ
た
。

そ
の
収
容
所
は
、
栄
養
失
調
に
な
っ
た
戦
友
た
ち
で
作
業
を

す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
日
本
に
移
送
さ
れ
る
者
ば
か
り
で
、
私

の
よ
う
な
外
傷
患
者
は
少
な
い
。
そ
の
収
容
所
で
軽
作
業
が
始

ま
っ
た
。
そ
こ
の
収
容
所
で
、
現
在
新
潟
市
春
日
町
在
住
の
苅

部
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
店
主
に
会
い
、
懐
か
し
さ
で
暇
を
見
て
は

語
り
合
っ
た
。
そ
の
苅
部
さ
ん
は
栄
養
失
調
が
ひ
ど
く
間
も
な

く
復
員
し
て
、
早
速
、
私
の
両
親
に
会
い
、
受
傷
は
し
た
が
元

気
で
い
る
の
で
安
心
し
て
く
れ
、
あ
の
収
容
所
は
大
半
が
内
地



に
帰
さ
れ
る
者
だ
け
な
の
で
柴
澤
君
も
近
く
復
員
す
る
だ
ろ
う

と
伝
え
た
た
め
、
両
親
は
首
を
長
く
し
て
私
の
帰
り
を
待
っ
て

い
た
ら
し
い
。
と
こ
ろ
が
私
は
ま
だ
、
そ
の
収
容
所
で
軽
作
業

に
従
事
し
て
い
た
。

作
業
内
容
は
風
呂
の
当
番
、
収
容
所
長
の
当
番
、
ま
た
収
容

所
の
糧
秣
の
受
領
な
ど
比
較
的
軽
作
業
で
、
内
地
へ
の
帰
還
を

期
待
し
な
が
ら
約
六
カ
月
後
、
ま
た
強
制
収
容
所
に
連
れ
て
い

か
れ
、
ま
た
あ
の
過
酷
な
重
労
働
が
始
ま
る
。
や
は
り
入
院
前

以
上
の
労
働
で
あ
っ
た
。
空
腹
の
た
め
、
つ
く
し
や
食
べ
ら
れ

る
野
草
を
飯
ご
う
で
ゆ
で
て
お
に
ぎ
り
に
し
て
お
き
、
翌
朝
作

業
現
場
に
着
く
と
ま
ず
そ
れ
を
食
べ
て
か
ら
作
業
を
す
る
。
ハ

ラ
シ
ョ
ラ
ボ
ー
タ
（
優
良
労
働
者
）
は
す
ぐ
に
日
本
に
帰
す
と

毎
月
言
葉
巧
み
に
だ
ま
さ
れ
て
、
と
う
と
う
四
年
六
カ
月
の
捕

虜
生
活
と
な
る
。

あ
る
日
、
突
然
貨
物
列
車
に
乗
せ
ら
れ
、
約
十
日
間
で
や
っ

と
着
い
た
と
こ
ろ
が
ナ
ホ
ト
カ
港
。
こ
れ
で
や
っ
と
日
本
に
帰

る
こ
と
が
で
き
る
と
皆
戦
友
と
喜
び
合
っ
て
い
た
が
、
そ
こ
で

社
会
主
義
に
共
鳴
し
な
い
者
は
ま
た
残
さ
れ
貨
車
に
乗
せ
ら
れ

収
容
所
へ
。
ま
た
重
労
働
が
待
っ
て
い
る
。
ナ
ホ
ト
カ
で
は
何

カ
所
も
の
収
容
所
で
い
ろ
い
ろ
と
検
査
を
受
け
て
、
約
十
日
間

ぐ
ら
い
で
や
っ
と
解
放
さ
れ
帰
還
船
に
乗
船
し
た
。
ま
だ
不
安

が
あ
る
。
そ
の
巧
み
に
だ
ま
す
ソ
連
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
舞

鶴
港
に
無
事
入
港
す
る
ま
で
安
心
が
で
き
な
か
っ
た
。
船
中
は

荒
波
に
よ
る
船
酔
い
と
社
会
主
義
の
教
育
と
、
毎
日
が
厳
し
い

日
々
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
四
年
の
十
月
初
旬
ご
ろ
、
待
望
の

舞
鶴
港
に
入
港
す
る
。

早
速
上
陸
を
開
始
す
る
。
舞
鶴
市
民
の
熱
狂
的
な
歓
迎
を
受

け
る
。
や
っ
と
戦
友
の
皆
に
も
明
る
い
笑
顔
が
見
ら
れ
る
。
舞

鶴
で
は
大
き
い
風
呂
に
入
り
、
青
畳
の
上
で
赤
飯
を
い
た
だ
き
、

す
ば
ら
し
い
待
遇
を
受
け
て
や
っ
と
人
間
ら
し
く
な
っ
た
が
、

私
を
待
っ
て
い
た
の
は
悲
し
い
出
来
事
で
あ
っ
た
。
戸
籍
が
備

え
て
あ
る
室
で
戸
籍
を
見
る
と
、

兄
は
昭
和
二
十
年
五
月
一
日
、

終
戦
を
目
前
に
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
で
戦
死
す
る
。
弟
は
昭
和
十

九
年
十
月
二
日
、
私
が
出
征
の
年
、
結
核
で
病
死
。
妹
二
人
も

や
は
り
結
核
で
昭
和
二
十
年
の
八
月
と
九
月
に
病
死
す
る
。
両

親
は
私
の
帰
り
を
心
待
ち
に
し
て
お
り
、
一
年
に
三
回
も
葬
式

を
出
し
た
両
親
の
胸
中
を
思
う
と
胸
が
痛
ん
だ
。

昭
和
二
十
四
年
で
召
集
解
除
と
な
り
、
舞
鶴
で
支
給
さ
れ
た



金
二
千
円
を
ふ
と
こ
ろ
に
、
一
路
我
が
家
に
向
か
っ
て
列
車
は

走
る
。

車
中
で
も
リ
ー
ダ
ー
が
お
り
、
社
会
主
義
の
教
育
と
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
歌
を
合
唱
し
な
が
ら
気
勢
を
上
げ
る
。
新
潟

周
辺
の
人
は
共
産
党
に
仮
入
党
の
手
続
を
す
る
よ
う
新
潟
市
の

私
に
依
頼
さ
れ
る
が
、
父
が
そ
れ
を
よ
く
知
っ
て
お
り
、
私
の

も
の
を
除
い
て
届
け
た
。
復
員
後
し
ば
ら
く
警
察
の
尾
行
を
受

け
た
。
家
庭
に
入
り
、
両
親
か
ら
苦
労
さ
れ
た
話
を
聞
き
、
す

っ
か
り
感
動
し
た
が
、
あ
の
ソ
連
に
よ
る
長
い
抑
留
生
活
が
憎

か
っ
た
。
兄
弟
妹
の
分
を
も
親
孝
行
す
る
こ
と
を
深
く
心
に
誓

い
、
新
し
い
人
生
に
向
か
っ
て
出
発
し
た
。

お
陰
様
で
入
隊
前
の
国
鉄
に
復
職
す
る
。
機
構
改
正
で
新
潟

支
社
経
理
部
調
度
課
予
算
担
当
と
し
て
、
新
し
い
国
鉄
生
活
が

始
ま
っ
た
。

昭
和
二
十
五
年
十
月
、
結
婚
し
て
充
実
し
た
生
活
に
入
る
。

人
生
は
皮
肉
な
も
ん
で
、
あ
の
戦
時
中
苦
労
し
た
両
親
も
、

母
は
昭
和
三
十
九
年
一
月
四
日
、
六
十
三
歳
の
若
さ
で
ガ
ン
の

た
め
病
死
、

父
も
昭
和
四
十
三
年
九
月
二
十
三
日
彼
岸
の
中
日
、

脳
出
血
の
た
め
約
一
時
間
で
七
十
四
歳
の
一
生
を
閉
じ
た
。
親

孝
行
し
た
い
時
に
両
親
は
他
界
す
る
。
そ
こ
で
職
場
で頑
張
り
、

亡
き
両
親
に
む
く
い
る
こ
と
に
し
た
。

国
鉄
は
試
験
制
度
で
、
入
社
、
掛
職
、
主
任
、
助
役
、
最
後

に
上
級
幹
部
職
に
合
格
し
な
け
れ
ば
支
社
の
係
長
及
び
駅
長
に

も
登
用
さ
れ
な
い
厳
し
い
世
界
で
あ
っ
た
。

両
親
に
は
早
く
別
れ
た
が
三
人
の
子
供
に
恵
ま
れ
、
孫
も
六

人
と
家
庭
も
幸
せ
。
私
も
幸
い
、
昭
和
四
十
年
被
服
係
長
、
昭

和
四
十
五
年
二
月
経
理
部
調
度
課
の
企
画
予
算
係
長
を
拝
命
、

課
長
を
補
佐
す
る
ト
ッ
プ
係
長
。
あ
る
日
突
然
経
理
部
長
の
呼

び
出
し
が
あ
り
、
現
場
長
に
転
出
し
な
い
か
と
の
言
葉
。
私
は

支
社
生
活
ば
か
り
、
し
か
も
仕
事
も
資
材
、
経
理
と
、
営
業
及

び
運
転
と
は
縁
の
な
い
畑
を
歩
い
て
お
り
、
当
惑
し
た
が
、
命

令
の
た
め
昭
和
四
十
六
年
二
月
、
越
後
線
の
内
野
駅
長
を
拝
命

す
る
。
駅
舎
の
改
築
、
合
理
化
に
よ
る
貨
物
扱
い
の
廃
止
等
難

問
が
山
積
み
、
そ
れ
に
組
合
対
策
が
あ
り
、
日
夜
苦
労
の
連
続

の
た
め
、
駅
舎
改
築
の
打
ち
合
わ
せ
中
倒
れ
救
急
車
で
入
院
。

病
院
生
活
一
年
で
、
支
社
の
出
先
機
関
で
あ
る
直
江
津
運
輸
長

室
の
副
長
と
し
て
二
年
。
そ
の
二
年
が
労
働
組
合
の
闘
争
の
激

し
い
時
で
、
毎
日
の
よ
う
に
宿
舎
に
帰
れ
ず
、
組
合
と
の
闘
い
。



ま
た
シ
ベ
リ
ア
生
活
が
思
い
出
さ
れ
る
。
最
後
に
越
後
線
巻
駅

長
と
な
り
、
無
事
任
務
を
終
え
て
昭
和
五
十
一
年
二
月
退
職
し

て
、
国
鉄
の
関
連
会
社
の
新
潟
鉄
道
用
品
運
輸
株
式
会
社
に
入

社
し
た
。

入
社
二
年
目
役
員
と
な
り
、
取
締
役
輸
送
部
長
と
な
る
。
そ

れ
か
ら
新
し
く
商
事
部
を
つ
く
り
十
二
年
の
会
社
生
活
に
終
わ

り
を
告
げ
、
昭
和
六
十
三
年
六
月
、
会
社
を
退
職
し
た
。

現
在
、
国
鉄
Ｏ
Ｂ
会
の
幹
事
、
戦
友
会
、
全
抑
協
等
、
ま
た

老
人
ク
ラ
ブ
の
副
会
長
と
し
て
暇
の
な
い
毎
日
を
有
意
義
に
過

ご
し
て
お
り
、
ま
た
余
暇
を
見
て
詩
吟
、
囲
碁
を
や
り
、
家
内

と
充
実
し
た
生
活
を
し
て
お
り
ま
す
。

今
、
自
分
の
人
生
を
振
り
返
る
と
、
初
年
兵
の
苦
し
い
軍
隊

生
活
と
四
年
半
の
シ
ベ
リ
ア
の
抑
留
生
活
な
ど
、
あ
の
過
酷
な

労
働
が
時
折
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
す
。

亡
き
戦
友
の
冥
福
を
心
か
ら
祈
り
ま
す
。

シ
ベ
リ
ア
強
制
抑
留
体
験
記
　 

岐
阜
県
　
長
澤
秀
道
　 

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
戦
争
が
終
わ
っ
た
。
だ
れ
し
も

が
「
さ
あ
、
国
へ
帰
れ
る
」
と
思
っ
て
い
た
。
だ
が
こ
の
思
い

に
反
し
て
、
こ
れ
か
ら
過
酷
な
運
命
が
待
っ
て
い
た
。
私
の
人

生
の
中
で
消
す
こ
と
の
で
き
な
い
悪
夢
が
始
ま
っ
た
。
シ
ベ
リ

ア
強
制
抑
留
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
は
北
朝
鮮
、
平
壤
新
里
の
航
空
教
育
隊
で
あ
る
。
こ

の
隊
舎
は
す
ぐ
北
側
に
陸
軍
飛
行
場
、
西
に
大
同
江
を
隔
て
て

丘
陵
上
に
乙
密
台
、
玄
武
門
（
旧
王
宮
）
が
望
め
る
と
こ
ろ
に

あ
っ
た
。

十
八
日
、
飛
行
場
に
ソ
連
軍
の
軍
使
と
一
箇
大
隊
ほ
ど
の
部

隊
が
着
陸
し
て
き
た
。
目
的
は
、
平
壤
に
駐
屯
し
て
い
る
部
隊

の
武
装
解
除
を
し
て
、
三
合
里
（
陸
軍
演
習
場
）
へ
集
結
さ
せ

る
た
め
で
あ
っ
た
。

私
は
昭
和
十
九
年
、
文
科
系
、
教
育
系
学
生
の
繰
り
上
げ
卒




